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　鉄は生体にとって必要不可欠なものであり、それはがん細胞にとっても同様である。以前から鉄分

を制限すると腫瘍の増殖がある程度抑制される事は知られているが、現在まで固形癌に対して鉄分を

減らす（除鉄）治療は確立されていない。本論文では肺癌細胞株（A549, H1299）を用いてin vitroお

よびin vivoで除鉄を行うと腫瘍の増殖抑制効果は認められるが、代償的にVEGFの発現増強を介した

血管新生阻害が生じていることを明らかにした。さらに食餌による除鉄マウスモデルを用いて除鉄状

態に誘導したうえで、血管新生阻害薬（Bevacizumab）を併用すると、代償的血管新生を阻害し、強

い抗腫瘍効果が得られることを明らかにした。

　この知見はがん細胞と周囲環境の鉄との関係性を明らかにしただけでなく、既存の血管新生阻害薬

や今後登場が予定されている血管新生阻害作用を有する分子標的薬の効能を高められる投与方法とな

る可能性があり、研究成果を広くがん患者に還元できることが期待される。
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